
潜水で飽和深度の変更を行っていなかった。飽和深
度間の最大相対圧力変化は75.0%の潜水で0.1未満で
あり，潜水全体の91.4%がUS.Navyの理論上のエクス
カーション下方限界深度に対して80%未満の割合であ
った。
【考察】
減圧症を発症した2例の潜水における各変数に対す
るステータスは表1の通りであり，特徴的な潜水を実
施していないことが分かる。
飽和潜水全体として飽和深度の変更状況，実際の
エクスカーション深度の傾向から潜水士の体への負担
が少ない潜水を行っていたことが分かる。
【まとめ】
今回の報告では飽和潜水件数243件，延べ飽和潜
水士数1,378名であり，減圧症の発症は2件であった。
今回の報告でこれまでの飽和潜水作業の傾向が明ら
かになり，経験的に決定されてきたエクスカーション深
度や飽和深度の変更要件などを画一的に規定するこ
とで減圧症のリスクをより低減できると思われる。今
後より一層の安全運用を目指す。
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【はじめに】
平成27年4月1日に高気圧作業安全衛生規則（高圧
則）が改正・施行され，海外ではすでに民間レベルで
広く行われている飽和潜水が日本国内でも今後行われ
ることが考えられる。我々は，高圧則改訂以前より国
内外で実作業における飽和潜水を採用して通常の潜
水では深度・作業量の面で困難な工事において実施し
てきた。
【目的】
これまで行ってきた商業飽和潜水についての運用デ
ータを精査し，飽和潜水における安全な運用方法を検
討すること。
【背景】
Jacobsenらの報告1）から飽和深度の変更を行うこと
やその深度差が大きければ大きいほど潜水士が受ける
負担が増し，減圧症のリスクが高まるとの報告がある。
減圧症のリスクを低減させるためには深度変更を行わ
ないか行ったとしても最小限の深度差に収めることが
望ましい。
【対象】
我々が1986年～2015年までに行った飽和潜水を対
象とした；飽和潜水件数243件，延べ飽和潜水士数
1,378名，平均年齢　34.8±8.5歳（20-54歳），平均
飽和深度　56.0±17.1m（27-187m），平均作業深度
　69.0±18.1m（40-200m）（作業深度=飽和深度+エク
スカーション深度（図1））
【検討方法】
1986年～2015年（30年）にかけて行われた飽和潜
水作業における傾向と減圧症を発症した潜水の特徴
を探るため，以下の5つの変数を用いて解析を行った；
旧・現行の減圧表における減圧症発症率，飽和深度
（m），飽和深度変更の有無，飽和深度間の最大相対
圧力変化，US.Navy2）の理論上のエクスカーション下方
限界深度に対する実際の深度の割合（%）
【結果】
旧・現行の減圧表における減圧症の有無について
は，旧減圧表使用グループでは減圧症の発症が2例
（0.4%，n=480），現行の減圧表で0件（0%，n=898）あ
ったが，現行の減圧表との間に統計学的有意差は認
められなかった（カイ二乗検定，p=0.122）。我々が行
った飽和潜水の傾向は，飽和深度については飽和深
度90m未満の潜水が全体の97.1%を占めた。71.4%の

表1　旧減圧表使用グループ内におけるステータス比較

図1　エクスカーションのイメージ
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